





Introduction of the Diary of Air-raid in Toyohashi Area during the Pacific War 



















































































































































































































































































































































































































































































WSM135は， 名 古 屋 地 域 の 爆 撃 に 失 敗 し，
















































































































































































































































































































































































































































































































































































ふ 」。 こ れ ら は 時 間 が 多 少 ず れ る が，


























































































































































00時 の 来 襲 機 は WSM152，02時 半 頃 の 機 は
WSM153，09時頃の機は3PR5M28に対応する
のであろうか。WSM152と WSM153はいずれ
　 　
20） 30日から31日にかけての B-29の来襲について『朝日新聞』は，「午前一時三十分頃同一機が淡路島方面から大阪に侵入
府下に少量の爆弾を投下したが被害は軽微である」「午前二時三十分頃同一機が四国方面から大阪に侵入，市内北方地
区に爆弾を投下したが被害は軽微である」「午前九時ごろ敵一機紀伊半島方面から和歌山，大阪方面へ侵入偵察を行つ
たが投弾はなかつた」（1945年１月31日付），そして，「三十日十九時二十分と三十一日二時過ぎの二回にわたつて四国
方面から大阪市内に侵入焼夷弾と爆弾を投下したが被害はほとんどなし」（同年２月１日付）と報じている。
21） 1945年２月２日付『朝日新聞』は，「三十一日午後九時ごろ B29一機が愛媛県西部に侵入，山林中に爆弾を投下して高
知湾方面から脱去」「同日午後十時卅分過ぎ同じく一機が高知，徳島方面を経て三重県下に侵入，水田，山林中に爆弾
を投下して渥美半島方面から脱去」と報じている。三重の空襲を記録する会（1986）『三重の空襲時刻表』は，メモ欄
で「桑名市郊外被曝」としている。
誤
